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 １．市政運営の基本的な

考え方

１．公共施設個別施設計画前期計

画の見直しについて

１．公共施設個別施設計画前期計画の見直しで駅周辺整備事業を最優

先に取り組むとし、小学校再編事業ならびに子育て施設複合化事業

が先送りされた。しかし、市は、第一小学校は建設後60年以上が

経過し、老朽化が著しく危険性が高まっていると認識している。そ

の危険性を「敏速」に解決し、子どもたちが毎日通う学びの場の安

全、安心をはかることを最優先すべきと思うが、考えを伺う。 

また、駅周辺に新たなホールを建設するにあたっては、駐車場の

確保が課題である。新たな物件の取得を目指し、公共交通の利用も

想定しているが、市民が文化に勤しむためには、ゆとりのある駐車

場が必要である。建設工事の着手時期を先送りし基本構想・基本計

画にしっかり時間をかけるべきと思うが、考えを伺う。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．令和５年10月20日開催の総務文教常任委員会で説明された財政

運営基本方針（Ｒ６～８）では、国の施策に連動する施策について

は着実に実施するとともに、子育て応援施策を重点事業として３年

間継続するとしている。また、国の「こども・子育て支援事業債（仮

称）」も令和10年度までの予定となっていることから、この子育て

応援施策と並行して子育て施設複合化事業を行う方が効果的では

ないのか、考えを伺う。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．安心して子どもを育

み、学び、笑顔あふれ

るまち

１．児童館・放課後児童クラブな

どの運営見直しについて

１．児童館・放課後児童クラブなどの運営見直しで民間事業者の活用

を検討するとしているが、経験豊かな児童厚生員は子どもの居場所

を支え、子どもたちにとってかけがえのない存在である。今後のあ

り方について、考えを伺う。
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 ２．子ども医療費無償化、学校給

食の公費負担について

１．物価の高騰が続き、家計はますます圧迫されている。子ども医療

費の無償化を18歳まで拡大するとともに、学校給食の公費負担の

拡大を行い、子育て世帯への支援をはかるべきと思うが、考えを伺

う。

 

 

 

 

 

 

 

 ３．健康で、優しく、安

全に暮らせるまち

１．高齢者福祉について １．高齢者の健康づくり・生きがいづくりにおいて、老人クラブは大

きな役割を果たしているが、老人クラブに所属せずとも多様な活動

に携わる高齢者もおり、その居場所づくりと支援が必要であると考

える。市の考えを伺う。

 

 

 

 

 

 

 

 ２．防災について １．日常の生活で支援を必要とする高齢者や障がい者は、災害時に災

害弱者となる可能性が特に高いと思われる。一般の避難所での生活

が困難な高齢者、障がい者等の要配慮者が避難する福祉避難所の開

設をはじめとする避難計画の取り組みについて伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 ４．元気で魅力ある産業

と、人が集うまち

１．地域農業の支援について １．内閣府が本年１月に公表した「食料・農業・農村の役割に関する

世論調査」によると、食品高騰の結果、約６割が「価格の安いもの

に切り替えた」とある。本市では付加価値を付けた農産物の生産が

盛んである。「割高でも良いものはいい」というＰＲを農業部門・

観光部門が連携して実施すべきと思うが、考えを伺う。 
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 ５．効率的な行財政運営　

等

１．国民健康保険の税率改定につ

いて

１．国民健康保険について、令和７年度からの段階的な税率改定を検

討するとしている。現在でも負担が重いとする市民の声を多く聞

く。さらなる負担軽減措置を講じる必要があると思うが、考えを伺

う。

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６．学校教育について １．「ＡＩ（人工知能）ドリル」

の導入について

１．児童生徒一人ひとりの理解度に応じて問題を出題できる「ＡＩ（人

工知能）ドリル」の導入が予定されている。個別最適な学びの充実

は期待できるが、子ども一人ひとりのつまずきを教諭が見逃す不安

はないのかを伺う。

 

 

 

 

 

 

 

 ２．学校図書館の充実について １．市の図書館では、子どもたちの探求心や主体性を引き出す取組み

が行われているが、子どもたちにとっては学校図書館（室）が身近

な存在であり、その充実が必要である。国の第６次「学校図書館整

備等５か年計画」が進められているが、本市の取り組みを伺う。
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